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2
月
26
日
、
鹿
屋
運
動
公
園
陸
上

競
技
場
で
「
在
日
米
軍
空
中
給
油
機

部
隊
移
駐
に
反
対
す
る
市
民
集
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
集
会
は
、
市
民
に
よ
る
市
民

レ
ベ
ル
の
集
会
を
実
施
し
て
、
在
日

米
軍
空
中
給
油
機
部
隊
移
駐
に
反
対

す
る
市
民
の
意
志
を
日
本
政
府
や
在

日
米
軍
、
米
政
府
に
届
け
よ
う
と
開

催
さ
れ
た
も
の
で
、
鹿
児
島
き
も
つ

き
農
業
協
同
組
合
や
鹿
屋
市
町
内
会

連
絡
協
議
会
な
ど
約
40
団
体
で
つ
く

る
実
行
委
員
会
が
主
催
。
約
８
，
２

０
０
人
（
主
催
者
発
表
）
が
訪
れ
、

移
駐
反
対
を
訴
え
ま
し
た
。

　

集
会
で
は
、
は
じ
め
に
下
小
野
田

寛
実
行
委
員
長
が
「
市
民
一
人
ひ
と

り
が
考
え
、
行
動
す
る
こ
と
で
大
き

な
力
が
発
揮
で
き
る
。
市
民
の
声
を

日
米
両
政
府
に
し
っ
か
り
と
届
け
よ

う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
あ
い
さ

つ
。
山
下
鹿
屋
市
長
も
「
市
街
地
の

ど
真
ん
中
に
基
地
が
あ
り
、
学
校
や

保
育
園
、
病
院
な
ど
が
基
地
を
囲
ん

で
い
る
。
年
間
４
７
，
０
０
０
回
の

飛
行
が
行
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
上

騒
音
や
事
故
の
危
険
性
が
増
大
す
る

こ
と
は
、
到
底
、
容
認
で
き
な
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、

伊
藤
鹿
児
島
県
知
事
か
ら
寄
せ
ら
れ

た
「
市
民
集
会
は
地
元
が
意
志
を
示

す
と
い
う
こ
と
で
大
き
な
意
味
が
あ

る
」
と
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
読
み
上

げ
ら
れ
、
沖
縄
在
住
の
黒
島
善
市
さ

ん
が
沖
縄
の
現
状
を
報
告
。
さ
ら
に
、

周
辺
自
治
体
を
代
表
し
て
野
元
錦
江

町
長
、
鹿
屋
市
民
の
声
と
し
て
、
畜

産
業
団
体
と
町
内
会
の
代
表
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
米
軍
空
中
給
油

機
部
隊
移
駐
に
反
対
す
る
意
見
を
述

べ
た
ほ
か
、
子
供
た
ち
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
民
集
会
の
決
議
と
し
て

内
閣
総
理
大
臣
、
外
務
大
臣
、
防
衛

庁
長
官
に
対
し
「
日
本
政
府
は
、
今

回
の
在
日
米
軍
再
編
合
意
を
見
直
し
、

基
地
周
辺
自
治
体
や
住
民
の
立
場
に

立
ち
、
基
地
の
真
の
整
理
縮
小
の
た

め
改
め
て
米
国
政
府
と
交
渉
す
る
こ

と
。
と
り
わ
け
、
空
中
給
油
機
部
隊

の
海
上
自
衛
隊
鹿
屋
航
空
基
地
へ
の

移
駐
は
行
わ
な
い
こ
と
」
と
い
う
要

求
を
と
り
ま
と
め
、
最
後
は
、
参
加

者
全
員
で
「
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
を
三
唱

し
て
、
反
対
の
気
勢
を
上
げ
ま
し
た
。

沖縄在住の黒島善市さんは、「自分
が嫌なことを人に押しつけるわけ
にはいきません。米軍基地はいら
ないと、しっかり言おうじゃありま
せんか」と訴えました。

空中給油機(KC-130)に朱
色で大きく×印がされたス
テージであいさつする下小
野田実行委員長

「ガンバロー」を三唱して、気勢を上げる参加者。
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